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会 社 名 ： 株式会社協伸�
設      立 ： 昭和26年10月1日�
資 本 金 ： 4,000万円�
従業員数 ： 78人�
事業内容 ：産業用機器、空調関連機器などの販売、および
　　　　　設備システムの設計、施工、アフターサービス�

関東・東北一円を営業圏とする圧縮機、空調機器などの専門商社、株式会社協伸（以下、協伸）。単なる販売、卸売にとどまらず、�

設備システムの設計･施工、アフターサービスなど幅広い業務を展開する同社は、その高度な技術とノウハウで�

電機、石油化学、鉄鋼、運輸、薬品、食品など多様な業種にわたる約400社の取引先から厚い信頼を集めています。�

販売管理にオフィスコンピュータを活用していた協伸では、データ増大に伴う処理速度低下の解消と、�

構想中だった新業務システム構築をにらんで、平成13年6月にMP5400EXを導入。�

その力がもたらしたのは、ストレスのないスピーディーな処理と新たな営業支援システム実現への大きな第一歩でした。�

オフィスコンピュータからの優れた移行性と�
性能、信頼性、拡張性を兼ね備えた総合力。�
MP5400EXが築いた新業務システムの確かな礎。�

会社概要�

汎用圧縮機のメンテナンス�

本　社�

関東営業所�

FLORA FLORA FLORA FLORA 専用端末�

FLORA

専用線（9600bps）�

ISDN�
（64Kbps）�

HI-VANETセンタ�

＊対話型簡易言語�

※HI-VANET：日立ルート関係販売・物流情報管理ネットワークシステム�

オフィスコンピュータ�
elles7/330�
（MIOS7/AS2）�

横浜営業所� 東北営業所�

ルータ�

ルータ�

従来システムの問題点�

●日次のバッチ処理に50分以上かかっていた

ため、HI-VANETセンタのデータ受付終了

時間の1時間前からバッチ処理を開始する

必要があり、翌日に持ち越すデータが発生し

ていた。�

●HI-VANETセンタへの発注から引き当て回

答までに3分あまり時間を要していた。�

●膨大なデータを扱う月次処理では、帳票出力

に1種類当たり20分以上かかっており、締め

日当日に出力できないものもあったほか、特

にデータ抽出処理に時間のかかる帳票など

は出力を控えていた。�

●入出金データ、支払予定データなどを専用

端末のRFD＊プログラムで処理していたが、

キーボード操作が複雑で作業できる人が限

られていた。�

●営業担当者が手書きした受注伝票を業務

部で入力するという二度手間が生じており、

業務のペーパーレス化を推進する上で障害

となっていた。�

●情報システムを利用するのはもっぱら業務

部で、扱う機会のない営業担当者の情報シ

ステムやデータに対する意識が低かった。�

●横浜と東北の営業所には情報システムが未

導入だったため、発注伝票などは本社へ郵

送していた。�

■従来システム図�
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効果
�
営業部門�

●パソコン1人1台
の環境になったこと

で、情報

システムに対する意
識が高まり、メールや

イン

ターネットの利用は
もちろん、営業ツー

ルとし

て高度なパソコン活
用法をマスターする

社員

も現れるようになっ
た。�

効果�
経営部門�

●処理性能の飛躍的な向上により、月末締め
の帳票がすべて締め日当日の夕方にはチェッ
クできるようになり、迅速な経営判断、意思決
定が可能となった。�

●システムへの負担を考えて出力を諦めていた
帳票も出力できるようになった。�

効果
�

業務部門�

●処理性能の向
上により、日次のバ

ッチ処理時間が3
0分以内に短

縮したため、HI-V
ANETセンタへ伝

送するデータの翌
日持ち越し

分が減少した。�

●3分ほどかかって
いたHI-VANETセ

ンタへの発注から
引き当て回

答が1分以内で可
能となり、オンライ

ン処理のレスポン
スも飛躍的

に向上した。�

●月次処理の際の
帳票出力に要する

時間が1種類当た
り20分以上

から5分程度にまで
短縮した。�

●入出金データな
どを処理するRFD

プログラムをCOB
OLで再作成し、

端末もパソコンに
変更したことでキー

ボードの操作性が
向上した。�

専用線（9600bps）�

ISDN（64Kbps）�

FLORA FLORA FLORA FLORA FLORA

MP5400/1EX�
（VOSK/FS）�本　社�

MP5400EXによる新システムの具体的効果�

オフィスコンピュータの情報資産を利用可能で、運用も大幅に変更する必要がないこと、そして、

マシンリプレースに引き続き着手する予定であった新業務システムの運用に耐え得る性能、信

頼性、拡張性を備えていること。協伸では、これら2つの選考基準をもとに次期マシンを検討。

その結果選ばれたMP5400EXには、従来の資産（COBOL515本、コマンド292本など）が

約4か月でコンバートされました。�

平成13年9月のMP5400EX稼働、さらに平成14年4月にスタート予定の新たな営業支援シス

テム稼働に先立つ平成13年4月、キーボード操作やメール、インターネットなどの基本訓練の

ために各営業所の営業担当者全員にパソコンを支給。新業務システムの本稼働を前に、社

員のパソコンスキルは日一日と進歩しています。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今回のシステムは日立物流ソフトウェア株式会社が担当しました。�

まらず、�

Windows NT®サーバ�
（アプリケーションサーバ）�

FLORAFLORA FLORA

関東営業所�

FLORAFLORA FLORA

横浜営業所�

HI-VANETセンタ�

FLORAFLORA FLORA

東北営業所�

将来計画�

ルータ�

ルータ�

ルータ� ルータ�

●平成14年4月を目標に、PCサーバを介して全営

業所、全営業担当者のパソコンとMP5400EXを

結び、「見積支援システム」と「受注伝票システム」

からなる営業支援システムを構築する。営業担

当者が直接データを入力することを前提に、業務

のペーパーレス化と省力化、さらには見積書と受

注伝票のデータを連携し、現状では個別対応し

ている見積り・受注処理の一本化を図る。�

●営業担当者がパソコンから基幹データベースを

活用できる環境を整備する。�

●従来の運用を変更せずに済む、

オフィスコンピュータからの優れた移

行性。�

●データ増大にも余裕を持って対応できる�

　高い処理能力。�

●新業務システムの安定稼働を実現するメインフ

レームとしての信頼性。�

●将来のデータ増大やシステムの充実化要求などにこ

たえる拡張性。�

●ハードウェア、ソフトウェアの優れたコストパフォーマンス。�

MP5400EXを�
選んだ理由�

将来計画�


